
 
一
、
事
典
仏
訳
の
沿
革

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
『
医
学
総
合
事
典 
』は 
（
１
）

、
英
国
人
医
師
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
ー
ム 
ズ（ 
一
七
〇
五
―
一
七
七
六
）
に
よ
り
一
七
四
三
年

（
２
）

初 
頭
に 
フ
ォ
リ
オ
版
三
巻
本
中
第
一
巻
、
続
く
二
巻
が
四
五
年
一

（
３
）

 
月
に 
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
後
、
一
七
四
五
年
末
（
仏
訳
版

（
４
）

も
第
一
巻
表
紙
に
は
四
六
年
と
あ
る
が
前
年
秋
）
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
、
パ
リ
の
ブ
リ
ア
ソ
ン
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
、
デ
ュ
ラ
ン
の

三
書
店
に
よ
っ
て
仏
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
仏
訳
は
フ
ォ
リ
オ
版
で
六
巻
を
数
え
、
英
語
原
著
よ
り
も
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
仏
訳

書
名
は
『
医
学
、
外
科
学
、
化
学
、
植
物
学
、
解
剖
学
、
薬
学
、
博
物
学
等
の
総
合
事
典
』
で
あ
っ
た
。
古
今
の
同
分
野
の
記
述

が
幅
広
く
集
め
ら
れ
、
専
門
事
典
と
し
て
も
そ
の
対
象
は
き
わ
め
て
広
汎
に
わ
た
っ
て
い
た
。

　

理
念
的
に
も
実
質
的
に
も
『
百
科
全
書
』
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
な
す
英
国
の
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』
や
、

同
時
代
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
総
合
辞
典
で
あ
っ
た
『
ト
レ
ヴ
ー
辞
典
』
の
よ
う
に
、『
百
科
全
書
』
全
体
と
関
わ
り
を
も
つ
総
合
的
な
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生

『
百
科
全
書
』前
史
に
お
け
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ『
医
学
総
合
事
典
』

　
「
こ
の
二
人
の
著
述
家
は
、『
百
科
全
書
的
辞
典
』
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
れ
は
は
じ
め
、
デ
ィ
ド
ロ
が
訳
を
仕
上
げ
た
ジ
ェ
ー

ム
ズ
の
『
医
学
事
典
』
と
ほ
ぼ
似
て
い
る
、
チ
ェ
ン
パ
ー
ズ
の
翻
訳
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
『
告
白
』）



普
遍
辞
典
の
系
列
と
は
質
的
に
異
な
り
、
個
別
的
な
学
問
領
域
に
特
化
し
た
専
門
事
典
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ『
医

学
総
合
事
典
』
の
『
百
科
全
書
』
と
の
関
わ
り
は
部
分
的
な
も
の
に
留
ま
る
よ
う
に
見
え 
る
。 し
か
し
な
が
ら
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
事

（
５
）

典
は
、
例
え
ば
シ
ョ
メ
ル
『
家
政
事
典
』（
一
七
〇
九
年
）、
サ
ヴ
ァ
リ
『
商
業
事
典
』（
一
七
二
三
―
三
〇
）
な
ど
、『
百
科
全
書
』

と
関
連
の
深
い
同
時
代
の
多
く
の
専
門
事 
典
に 
比
べ
て
も
、
格
段
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。

（
６
）

　

特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
事
典
の
成
立
に
『
百
科
全
書
』
参
画
前
の
デ
ィ
ド
ロ
自
身
が
直
接
携
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
医

学
者
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
・
ビ
ュ
ソ
ン
（
一
七
一
七
―
一
七
八
一
）
を
監
修
者
と
し
て
、
エ
ド
ゥ
（
一
七
一
〇
―
一
七
八
〇
？
、
あ
る
い

は
一
七
九
〇
？
）、
ト
ゥ
ー
サ
ン
（
一
七
一
五 
―
一
七
七
二
）
と
と
も
に
、
デ
ィ
ド
ロ
は
刊
行
が
準
備
さ
れ
た
最
初
の
段
階
で
あ

る
一
七
四
四
年
頃
か
ら
、
同
書
の
共
訳
翻
訳
者
と
し
て
仏
訳
成
立
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
辞
書
編
纂
事
業
と
し
て

ジ
ェ
ー
ム
ズ
『
医
学
総
合
事
典
』
と
『
百
科
全
書
』
は
互
い
に
き
わ
め
て
近
い
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
単
な
る
偶

然
で
は
な
い
。
ブ
リ
ア
ソ
ン
以
下
、
同
事
典
の
版
元
の
三
人
の
書
籍
商
は
、
い
ず
れ
も
一
七
四
五
年
十
月
十
八
日
、
ル
・
ブ
ル
ト

ン
と
と
も
に
出
版
連
合
を
な
し
、
ル
・
ブ
ル
ト
ン
が
単
独
で
企
て
た
も
の
の
い
っ
た
ん
頓
挫
し
て
い
た
『
百
科
全
書
』
事
業
継
続

に
携
わ
っ
た
。
デ
ィ
ド
ロ
は
そ
の
数
ヶ
月
後
の
一
七
四
六
年
初
頭
に
は
、『
百
科
全
書
』
事
業
に
翻
訳
者
と
し
て
加
わ
っ
た
こ
と
が

書
店
側
の
記
録
に
残 
る
。 す
な
わ
ち
、
最
初
期
の
『
百
科
全
書
』
刊
行
構
想
は
、
こ
の
『
医
学
総
合
事
典
』
仏
訳
刊
行
事
業
と
ほ
ぼ

（
７
）

同
じ
事
業
者
、
同
じ
翻
訳
者
に
よ
っ
て
、
並
行
し
て
進
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
デ
ィ
ド
ロ
は
す
で
に
一
七
四
三
年
、
ブ
リ
ア
ソ

ン
の
も
と
で
彼
に
と
っ
て
初
の
翻
訳
書
と
な
る
『
ギ
リ
シ
ア
史
』
を
出
版
し
て
い
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
医
学
事
典
は
、
こ
の
三
十
歳

に
な
り
た
て
の
無
名
の
著
述
家
に
と
っ
て
、
同
じ
版
元
に
よ
る
、
歴
史
書
に
続
く
英
語
著
作
の
翻
訳
企
画
で
あ
っ 
た
。 
（
８
）

　
『
医
学
総
合
事
典
』
は
、
原
著
初
巻
が
刊
行
さ
れ
て
そ
の
わ
ず
か
一
年
後
の
、
一
七
四
四
年
五
月
八
日
に
ブ
リ
ア
ソ
ン
が
同
書
仏

訳
の
出
版
允
許
を
獲
得
。
四
四
年
末
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
四
五
年
二
月
ま
で
に
は
、
仏
訳
版
の
予
約
講
読
登
録
者
向
け
趣
意

書
が
頒
布
さ
れ
た
。
こ
の
趣
意
書
の
一
部
を
写
し
た
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
デ
・
サ
ヴ
ァ
ン
誌
四
五
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
書
評
に
よ
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れ 
ば
、 翻
訳
作
業
お
よ
び
編
集
の
骨
子
は
、
四
四
年
の
夏
か
ら
半
年
ほ
ど
で
か
な
り
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
四
五
年

（
９
）

末
に
第
一
巻
刊
行
、
四
六
年
五
月
に
第
二
巻
を
公
刊
後
、
順
調
な
ペ
ー
ス
で
刊
行
が
続
き
、
四
七
年
一
月
に
第
三
巻
、
同
年
六
月

な
い
し
七
月
に
第
四
巻
が
刊
行
、
四
八
年
一
月
に
第
五
巻
と
お
よ
そ
半
年
に
一
巻
の
ペ
ー
ス
で
進
捗
し
、
四
八
年
中
頃
に
は
最
終

巻
第
六
巻
が
出
て
、
刊
行
が
終
了
し
た
。

　

こ
の
刊
行
の
作
業
に
デ
ィ
ド
ロ
が
加
わ
っ
て
い
た
正
確
な
期
間
、
な
ら
び
に
彼
が
ど
の
よ
う
な
形
で
、
ど
の
程
度
関
わ
っ
た
か

を
明
確
に
し
う
る
史
料
は
少
な
く
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
デ
ィ
ド
ロ
の
参
加
の
様
態
を
示
す
諸
々
の
記
述
は
互
い
に
矛
盾
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
。
例
え
ば
ル
ツ
編
纂
に
よ
る
デ
ィ
ド
ロ
書
簡
校
訂
版
に
は
、
デ
ィ
ド
ロ
自
身
の
証
言
で
、『
盲
人
書
簡
』
出
版
に

よ
り
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
投
獄
中
に
書
か
れ
た
釈
放
嘆
願
文
書
に
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
医
学
事
典
の
た
め
に
三
年
ほ
ど
働
い
た
」
と
す
る
記

録
が
見
つ
か
る
。
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
言
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
四
四
年
夏
か
秋
頃
か
ら
事
典
の
翻
訳

を
始
め
た
デ
ィ
ド
ロ
が
三
年
ほ
ど
で
や
め
た
と
し
て
、
デ
ィ
ド
ロ
は
四
七
年
秋
に
『
百
科
全
書
』
編
集
主
幹
職
に
就
く
の
と
相
前

後
し
て
医
学
事
典
の
仕
事
を
放
棄
し
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
デ
ィ
ド
ロ
の
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ『
百
科
全
書
』翻
訳
事
業
参
加
を
も
っ

と
早
い
時
期
と
捉
え
る
説
も
あ
る
も
の
の
、
同
事
業
の
出
資
主
体
で
あ
っ
た
ル
・
ブ
ル
ト
ン
が
『
医
学
総
合
事
典
』
合
同
出
版
社

三
社
と
提
携
を
し
た
後
の
四
六
年
六
月
に
は
参
加
は
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
年
間
以
上
デ
ィ
ド
ロ
は
双
方
の
辞
書

の
翻
訳
を
並
行
し
て
進
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
書
簡
校
訂
版
に
は
、『
不
謹
慎
な
宝
石
』
刊
行
直
後
の
四
八
年
一
月
と

二
月
に
書
か
れ
た
、
警
察
の
密
偵
を
し
て
い
た
ボ
ニ
と
い
う
名
の
書
店
商
に
よ
る
警
視
総
監
へ
の
デ
ィ
ド
ロ
の
告
発
文
書
が
二
通

載
録
さ
れ
て
い
る
。『
医
学
総
合
事
典
』
第
五
巻
刊
行
時
期
に
あ
た
る
二
通
目
の
文
書
に
は
、
デ
ィ
ド
ロ
が
刊
行
途
中
の
医
学
事
典

の
編
纂
者
の
任
に
あ
る
た
め
、
こ
の
小
説
の
た
め
に
投
獄
さ
れ 
て
事
典
の
刊
行
が
中
止
に
な
る
事
態
を
、
書
店
側
が
何
を
お
い
て

も
恐
れ
て
い
る
旨
が
記
し
て
あ
る
。
こ
の
証
言
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
デ
ィ
ド
ロ
は
『
百
科
全
書
』
編
集
主
幹
と
な
っ
た
後
も
、

少
な
く
と
も
し
ば
ら
く
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
仏
訳
の
仕
事
を
継
続
し
て
お
り
、
し
か
も
、
単
に
一
翻
訳
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
と
い
う
よ

景 45

胸『百科全書』前史におけるジェームズ『医学総合事典』

（　

）
10

（　

）
11

 （　

）
12

 （　

）
13

 （　

）
14



り
も
む
し
ろ
、『
百
科
全
書
』
と
同
様
に
こ
の
辞
書
に
お
い
て
も
な
お
実
質
的
な
編
集
統
括
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

ど
ち
ら
の
証
言
を
取
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
一
年
な
い
し
そ
れ
以
上
の
間
、
デ
ィ
ド
ロ
が
『
百
科
全
書
』
初
期
企
画
と

並
行
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
『
医
学
総
合
事
典
』
の
翻
訳
、
な
い
し
翻
訳
と
編
纂
作
業
の
双
方
を
進
め
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　

同
事
典
の
刊
行
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
触
れ
た
の
は
、『
百
科
全
書
』
構
想
の
揺
籃
期
か
ら
準
備
期
と
い
う
時
期
に
そ
れ
が
重
な

る
こ
と
に
注
意
を
払
い
た
い
か
ら
で
あ
る
。
第
一
巻
刊
行
に
至
る
前
の
こ
の
時
期
に
、『
百
科
全
書
』
構
想
が
ど
の
よ
う
な
転
変
と

変
容
を
辿
っ
た
か
は
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
英
国
人
ミ
ル
ズ
と
ド
イ
ツ
出
身
の
翻
訳
者
ゼ
リ
ウ
ス
に
よ
る
提
案
に

よ
っ
て
、
ル
・
ブ
ル
ト
ン
書
店
が
エ
フ
ラ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』
の
仏
訳
企
画
と
し
て
構
想
し
た
の

は
四
五
年
二
月
で
あ
っ
た
。
同
月
二
月
二
六
日
に
最
初
の
出
版
允
許
が
ル
・
ブ
ル
ト
ン
書
店
に
与
え
ら
れ
、
早
く
も
翌
三
月
に
は
、

予
約
購
読
者
向
け
の
最
初
の
趣
意
書
が
頒
布
さ
れ
る
（
デ
ィ
ド
ロ
が
執
筆
し
た
五
〇
年
の
趣
意
書
と
区
別
し
て
「
第
一
趣
意
書
」

と
呼
称
し
て
お
く
）。
こ
の
「
第
一
趣
意
書
」
は
同
書
を
『
百
科
全
書
』
あ
る
い
は
『
エ
フ
ラ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
英
語
か
ら

翻
訳
さ
れ
た
技
芸
と
学
問
の
総
合
辞
書
』
と
命
名
し
て
い
る
。
出
資
者
で
あ
る
ミ
ル
ズ
ら
と
の
い
ざ
こ
ざ
が
あ
っ
て
そ
れ
が
八
月

に
い
っ
た
ん
取
り
消
さ
れ
、
四
五
年
十
月
十
八
日
に
、
ブ
リ
ア
ソ
ン
以
下
先
述
の
三
書
店
が
加
わ
っ
て
新
規
に
共
同
出
版
計
画
構

想
が
作
ら
れ
る
。
同
年
同
月
の
四
書
店
の
討
議
記
録
に
残
る
書
名
は
『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』、『
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
と
ハ
リ
ス
の

英
語
辞
書
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
、
諸
学
問
と
技
芸
の
総
合
辞
書
』
と
い
う
名
が
記
さ
れ
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
に
加
え
て
ジ
ョ
ン
・
ハ
リ

ス
の
辞
書
『
レ
キ
シ
コ
ン
・
テ
ク
ニ
ク
ム
』
が
翻
訳
計
画
に
追
加
し
て
組
み
込
ま
れ
る
。
翌
年
四
六
年
一
月
、
允
許
が
更
新
さ
れ

る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
仏
訳
第
一
巻
発
刊
直
後
で
あ
る
。『
医
学
総
合
事
典
』
第
二
巻
刊
行
の
一
ヶ
月
後
、
四
六
年
六
月
に
は
合
同
書
店

に
よ
っ
て
グ
ア
・
ド
・
マ
ル
ヴ
が
編
集
主
幹
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
下
で
デ
ィ
ド
ロ
と
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
に
よ
っ
て
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の

翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
書
店
側
の
給
与
支
払
記
録
に
残
る
。
こ
の
契
約
締
結
直
後
の
書
店
側
の
記
録
に
は
、
ト
レ
ヴ
ー
辞
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典
を
筆
頭
に
大
量
の
同
時
代
の
辞
書
や
資
料
が
編
集
主
幹
ド
・
マ
ル
ヴ
に
貸
与
さ
れ
る
旨
の
文
書
も
見
つ
か
る
。『
百
科
全
書
』
編

纂
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ド
・
マ
ル
ヴ
は
し
か
し
就
任
か
ら
わ
ず
か
一
年
後
の
四
七
年
夏
、『
医
学
総
合
事
典
』

第
四
巻
刊
行
直
後
に
あ
た
る
時
期
に
、
編
集
主
幹
の
職
を
辞
せ
ら
れ
、
同
年
秋
の
十
月
、
つ
い
に
デ
ィ
ド
ロ
が
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
と

と
も
に
編
集
責
任
を
任
せ
ら
れ
る
。

　
『
百
科
全
書
』
編
集
計
画
が
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
仏
訳
か
ら
そ
の
増
補
版
へ
と
構
想
の
拡
大
を
経
て
、
現
行
の
そ
れ
の
よ
う
に
単
な
る

翻
訳
を
超
え
た
パ
リ
版
独
自
の
『
百
科
全
書
』
と
し
て
三
度
目
に
大
き
く
変
更
さ
れ
る
時
期
は
、
デ
ィ
ド
ロ
が
編
集
責
任
を
担
っ

た
四
七
年
夏
頃
と
す
る
説
か
ら
、
四
九
年
の
デ
ィ
ド
ロ
の
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
投
獄
直
前
と
い
う
説
ま
で
諸
説
あ
る
。
た
だ
、
四
八
年

夏
の
第
二
允
許
取
得
記
録
に
は
ま
だ
「
翻
訳
」
と
い
う
文
言
も
あ
り
、
合
同
書
籍
商
の
一
人
ブ
リ
ア
ソ
ン
も
改
革
派
牧
師
で
『
百

科
全
書
』
寄
稿
者
の
亡
命
ユ
グ
ノ
ー
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
部
門
の
書
記
で
あ
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ォ
ル
メ
宛
四
八

年
九
月
八
日
付
書
簡
に
「
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
辞
典
」
と
呼
び
続
け
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ

『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』
仏
訳
計
画
と
し
て
始
ま
り
、
多
く
の
同
時
代
の
代
表
的
な
辞
書
を
集
め
て
そ
の
規
模
が
拡
大
し
て
い

く
『
百
科
全
書
』
の
一
連
の
増
補
翻
訳
版
作
成
作
業
が
、
た
と
え
徐
々
に
パ
リ
版
独
自
の
項
目
が
新
規
に
加
え
ら
れ
、
し
だ
い
に

重
心
が
パ
リ
版
独
自
の
寄
稿
項
目
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
四
八
年
晩
夏
の
時
期
ま
で
の
四
年
近

く
、
す
な
わ
ち
ジ
ェ
ー
ム
ズ
『
医
学
総
合
事
典
』
全
六
巻
刊
行
終
了
近
く
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
翻
訳
と
し
て
の
当
初
の
か
た

ち
を
基
盤
と
し
て
継
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。『
百
科
全
書
』
刊
行
史
が
語
ら
れ
る
と
き
、
こ
れ
ら
二
つ
の
辞
書
刊

行
の
流
れ
が
相
関
的
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
し
か
し
本
稿
に
お
い
て
こ
の
点
は
重
視
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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二　

競
合
す
る
二
つ
の  D

ictionna
ire

 
        
   s  

　

一
七
四
五
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
デ
・
サ
ヴ
ァ
ン
誌
を
通
覧
す
る
と
さ
ら
に
明
瞭
に
な
る
の
は
、
両
辞
書
刊
行

の
こ
の
並
行
性
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
当
初
に
あ
っ
た
両
者
の
事
業
的
な
競
合
関
係
と
呼
ぶ
べ
き
事
態
で
あ
ろ
う
。
一
七
四
五
年

三
月
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
医
学
総
合
事
典
仏
訳
全
六
巻
の
刊
行
計
画
は
「
し
ば
ら
く
前
に
公
に
さ
れ
た
」
が
、
予
約
購
読
者
用
出
版
計

画
書
を
書
店
側
が
頒
布
す
る
こ
と
と
し
た
云
々
と
の
紹
介
の
後
、
こ
の
計
画
書
の
一
部
が
好
意
的
な
コ
メ
ン
ト
と
も
に
引
用
さ

れ
、
第
一
巻
の
同
年
末
の
刊
行
予
定
が
読
者
に
告
知
さ
れ
る
。
同
月
号
の
末
尾
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
書
籍
刊
行
ニ
ュ
ー
ス

欄
に
は
、
パ
リ
の
ル
・
ブ
ル
ト
ン
書
店
が
同
じ
く
予
約
購
読
者
の
た
め
に
『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』
趣
意
書
を
初
め
て
こ
の
月

に
頒
布
し
た
と
の
通
信
記
事
が
載
り
、
趣
意
書
の
内
容
が
や
は
り
好
意
的
に
紹
介
さ
れ
る
。
第
一
巻
刊
行
予
定
と
さ
れ
た
の
は
、

医
学
総
合
事
典
に
遅
れ
る
こ
と
半
年
の
一
七
四
六
年
六
月
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
ず
か
の
間
に
ほ
ぼ
相
前
後
し
て
、
英
国

の
二
つ
の
巨
大
な
辞
書
が
仏
訳
さ
れ
る
大
事
業
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
全
巻
予
約
購
読
料
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
事
典
が
一
〇
〇

リ
ー
ブ
ル
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
仏
訳
『
百
科
全
書
』
が
一
三
〇
リ
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
『
医
学
総
合
事
典
』
趣
意
書
に
遅
れ
て
頒
布
さ
れ
た
『
百
科
全
書
』「
第
一
趣
意
書
」
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
始

ま
る
。
や
や
長
い
が
引
用
し
て
み
よ
う
。「
我
々
が
保
有
す
る
辞
書
の
数
量
の
多
さ
、
そ
し
て
公
衆
が
辞
書
に
対
し
て
示
す
評
価

の
高
さ
ほ
ど
、
辞
書
の
有
用
性
を
示
す
も
の
は
な
い
。
あ
る
辞
書
は
、
な
に
か
し
ら
の
技
芸
、
な
に
か
し
ら
の
学
問
を
個
別
に
扱

う
こ
と
で
満
足
し
て
き
た
。
別
の
辞
書
は
、
そ
れ
が
包
括
す
る
構
想
に
お 
い
て
は
、
な
る
ほ
ど
よ
り
広
く
は
あ
る
も
の
の
、
普
遍

学
の
諸
分
野
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
よ
う
と
も
し
な
い
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
き
わ
め
て
大
き
な
広
が
り
を
包
括
し
、
こ

れ
を
深
く
扱
う
著
作
、
諸
技
芸
と
諸
学
一
般
に
関
わ
る
万
物
を
蒐
集
し
、
こ
れ
を
整
理
し
う
る
著
作
、
そ
れ
ら
学
芸
の
各
部
分
を

世
に
知
ら
せ
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
完
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
著
作
が
、
我
々
に
は
欠
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏
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の
『
百
科
全
書
』
こ
そ
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
著
作
で
あ
る
。〔
中
略
〕
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
こ
の
著
作
が
そ
の
生
国
で
い
か

に
知
ら
れ
、
広
ま
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
地
域
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
決
し
て
多
く
の
人
の
知
る
と
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
。
人
は
そ
れ
を
う
わ
さ
で
知
り
、
他
者
を
信
用
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
甘
ん
じ
て
い
た
。
類
似
の
分
野
に
関
し

我
々
は
様
々
な
著
述
を
す
で
に
所
有
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
と
っ
く
に
誰
か
が
述
べ
た
こ
と
を
寄
せ
集
め
た
と
し
て
し
か
自

分
に
は
思
わ
れ
ぬ
書
物
に
つ
い
て
の
、
深
い
知
識
を
持
つ
こ
と
を
な
い
が
し
ろ
に
さ
せ
て
も
来
た
。
か
よ
う
な
書
物
の
著
者
が
、

我
々
の
研
究
よ
り
も
さ
ら
に
先
へ
研
究
を
お
し
進
め
た
か
ど
う
か
、
著
者
が
そ
れ
ら
の
研
究
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
、
そ
の

方
法
も
し
っ
か
り
知
る
こ
と
も
な
く
、
我
々
は
今
ま
で
、
こ
う
し
た
著
作
を
取
り
入
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
、
き
わ

め
て
無
関
心
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。」

　
「
こ
の
本
の
真
の
表
題
は
『
百
科
全
書
』、
す
な
わ
ち
『
あ
ら
ゆ
る
学
問
相
互
関
係
と
連
関
』
で
あ
る
。『
諸
技
芸
と
諸
学
問
の
総

合
辞
書
〔
＝
普
遍
事
典
〕』
の
副
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
著
者
が
著
作
を
作
る
上
で
用
い
た
方
法
で
あ
る
。

そ
の
名
前
だ
け
で
称
賛
に
値
し
、
文
芸
の
進
歩
の
た
め
に
い
く
つ
も
の
計
画
と
構
想
を
残
し
た
学
者
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
氏
は
、
こ
の

よ
う
な
著
書
が
そ
れ
に
値
す
る
よ
う
な
仕
方
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
ま
た
彼
が
ア
ル
ス
テ
デ
ィ
ウ
ス
の
百
科
全
書

を
評
価
し
て
い
た
と
は
い
え
、
彼
の
評
価
は
実
際
の
出
版
物
よ
り
も
そ
の
作
品
の
構
想
の
ほ
う
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
は
、
大
い
な
る
勇
気
と
能
力
を
持
っ
て
こ
の
企
画
を
完
成
へ
と
導
く
こ
と
の
で
き
る
学
者
が
現
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
。」

　
「
こ
の
仕
事
は
あ
ま
り
に
も
広
大
な
の
で
、
不
安
と
気
後
れ
を
感
じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
人
間
一
人
の
手
に 
は
余
る
も
の

と
思
わ
れ
た
が
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏
は
あ
え
て
そ
れ
に
着
手
し
た
。
彼
は
十
分
な
能
力
と
勇
気
に
よ
っ
て
立
ち
は
だ
か
る
す
べ
て

の
難
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
多
く
の
学
識
を
も
と
に
あ
ら
ゆ
る
題
材
を
討
議
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
専
門
家
た
ち
を

感
動
さ
せ
る
明
解
さ
と
明
晰
さ
を
組
み
込
む
の
も
忘
れ
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は
諸
技
芸
と
諸
学
問
の
管
轄
に
あ
る
こ
と
を
く
ま
な
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く
取
り
扱
う
の
で
、
医
学
や
解
剖
学
ほ
ど
必
要
な
諸
々
の
知
識
に
つ
い
て
も
れ
の
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
彼
が
こ
れ
ら
の
知
識
に
つ
い
て
完
全
に
知
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
人
医
師

ジ
ェ
ー
ム
ズ
氏
は
、
出
版
し
た
ば
か
り
の
医
学
事
典
に
お
い
て
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏
の
辞
書
に
敬
意
を
表
し
彼
が
そ
こ
か
ら
引
き

出
し
た
有
用
性
を
語
っ
て
い
る
。
我
々
が
こ
こ
で
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏
の
諸
技
芸
と
諸
学
問
の
普
遍
事
典
に
つ
い
て
示
す
例
証
は
、

そ
の
普
遍
性
が
医
学
と
い
う
学
問
、
そ
の
実
践
、
そ
れ
と
関
連
す
る
他
の
部
分
が
狭
い
範
囲
し
か
含
ん
で
い
な
い
ジ
ェ
ー
ム
ズ
氏

の
事
典
と
比
べ
我
々
が
提
供
す
る
辞
書
が
い
か
に
差
異
が
あ
る
か
を
十
分
に
知
ら
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。」

　

趣
意
書
の
冒
頭
か
ら
明
確
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
り
に
個
別
の
内
容
の
充
実
は
高
く
と
も
、
専
門
的
学
芸
辞
書
で
あ
る

が
ゆ
え
の
他
の
辞
書
の
狭
さ
と
限
界
で
あ
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
普
遍
知
の
真
の
総
合
と
し
て
夢
想
し
た
辞
書
の
実
現
で
あ
る

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
に
よ
る
百
科
全
書
『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
・
諸
学
問
と
技
芸
の
総
合
辞
書
』
の
優
越
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
専
門

的
学
芸
辞
書
の
事
例
と
し
て
唯
一
本
趣
意
書
に
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
ま
さ
し
く
『
医
学
総
合
事
典
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
。
両
者
と
も
に
英
国
出
自
で
あ
り
か
つ
酷
似
し
た
タ
イ
ト
ル
を
も
つ「
総
合
辞
書
／
事
典dictionnaire

universel

 
                     
」と
銘
打
っ

て
パ
リ
の
書
籍
市
場
に
相
前
後
し
て
登
場
し
た
以
上
、
後
続
企
画
で
あ
る
『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』
仏
訳
版
『
諸
学
問
と
技
芸

の
総
合
辞
書
』
が
、
こ
と
さ
ら
そ
の
照
準
を
、
質
的
に
も
量
的
に
も
自
己
と
拮
抗
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
仏
訳
に
定
め
た
の
は
、
む
し

ろ
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
市
場
に
お
け
る
競
合
相
手
に
対
し
て
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
仏
訳
版
の
主
張
す
る
「
差
異
」、
そ
れ
こ
そ
は

『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』
が
文
字
ど
お
り
諸
学
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
知
の
普
遍
性
を
志
向
す
る
辞
書
で
あ
る
と
い
う
点
に

あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、「
医
学
や
解
剖
学
ほ
ど
必
要
な
諸
々
の
知
識
」
と
い
っ
た
個
別
性
に
お
い
て
も
ジ
ェ
ー
ム
ズ

の
事
典
を
凌
駕
し
て
い
る
と
い
う
、
専
門
辞
書
の
専
門
性
に
よ
る
優
越
と
い
う
読
者
か
ら
の
当
然
に
想
定
さ
れ
る
反
論
へ
の
、
修

辞
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
予
弁
法
が
、
い
さ
さ
か
強
弁
に
も
近
く
用
い
ら
れ
も
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
ジ
ェ
ー
ム

ズ
氏
は
、
出
版
し
た
ば
か
り
の
医
学
事
典
に
お
い
て
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏
の
辞
書
に
敬
意
を
表
し
彼
が
そ
こ
か
ら
引
き
出
し
た
有
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用
性
を
語
っ
て
い
る
」
と
の
記
述
、
す
な
わ
ち
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
を
少
な
く
と
も
一
部
を
典
拠
と
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
事
典
が
編
ま

れ
た
と
い
う
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
言
い
方
ま
で
に
お
よ
ん
で
い
よ
う
。
し
か
し
実
際
に
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
『
医
学
総
合
事
典
』

ロ
ン
ド
ン
版
「
序
言
」
に
は
同
種
の
表
現
は
お
ろ
か
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
へ
の
言
及
そ
の
も
の
が
そ
も
そ
も
見
当
た
ら
な
い
し
、
ロ

ン
ド
ン
版
同
事
典
第
一
巻
調
査
の
結
果
の
み
に
つ
い
て
言
え
ば
、
本
文
中
に
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
か
ら
の
引
用
が
明
示
さ
れ
た
三
項
目

の
例
で
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
行
っ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
記
述
の
誤
謬
の
指
摘
で
あ
る
。
総
じ
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ

は
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
辞
書
に
は
見
当
た
ら
な
い
医
学
・
解
剖
学
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
関
連
諸
項
目
を
、
広
汎
に
事
典
の
う

ち
に
蒐
め
る
の
に
成
功
し
て
い
て
、
先
の
第
一
趣
意
書
の
表
現
は
適
切
と
は
言
い
が
た
い
。
要
す
る
に
二
つ
は
あ
く
ま
で
別
個
の

辞
書
で
あ
っ
た
。

三　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
主
義
の
導
入

　

そ
も
そ
も
ジ
ェ
ー
ム
ズ
事
典
ロ
ン
ド
ン
版
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
原
題
は
端
的
に
『
医
学
事
典
』
で

あ
り
、
副
題
に
『
医
学
に
関
す
る
物
理
学
、
外
科
学
、
解
剖
学
、
化
学
、
植
物
学
の
全
領
域
を
含
む
』
な
ら
び
に
『
薬
品
の
記
述
、

す
な
わ
ち
そ
の
多
様
な
製
法
、
結
合
お
よ
び
用
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
付
す
』
と
あ
っ
た
。
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の

よ
う
に
な
ろ
う
。
医
学
と
そ
の
隣
接
領
域
に
つ
い
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ガ
レ
ノ
ス
を
始
め
と
す
る
古
代
の
医
家
、
な
ら
び
に

ハ
ー
ヴ
ィ
、
シ
デ
ナ
ム
、
ウ
ィ
リ
ス
、
ホ
フ
マ
ン
、
シ
ュ
タ
ー
ル
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
ら
に
至
る
近
代
の
医
学
者
の
著
作
を
広
く

渉
猟
し
て
、
諸
々
の
医
術
用
語
や
関
連
概
念
、
生
理
現
象
の
体
系
的
な
定
義
を
提
示
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
著
作
に
加
え
、
王
立
協

会
や
パ
リ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
同
時
代
の
学
会
報
告
や
論
文
か
ら
実
際
の
症
例
、
顕
微
鏡
な
ど
当
時
の
最
新
の
実
験
道
具
を
用

い
た
解
剖
や
外
科
手
術
の
観
察
記
録
を
数
多
く
集
め
、
身
体
疾
患
の
詳
細
な
分
類
と
周
到
な
記
述
を
行
う
こ
と
。
狭
義
の
医
学
に
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は
と
ど
ま
ら
ず
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
、
フ
ァ
ン
・
ヘ
ル
モ
ン
ト
ら
い
わ
ゆ
る
医
化
学
者
や
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
、
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
、
デ
ィ

オ
ス
コ
リ
デ
ス
、
ピ
ソ
、
レ
ム
リ
、
ト
ゥ
ル
ヌ
フ
ォ
ー
ル
、
レ
イ
な
ど
と
い
っ
た
古
今
の
博
物
学
者
、
薬
草
・
薬
物
学
者
な
ど
多

様
な
諸
学
者
の
著
作
も
同
様
に
渉
猟
し
、
薬
の
材
料
と
な
る
世
界
各
地
の
鉱
物
質
や
動
植
物
の
様
態
と
そ
の
用
途
に
関
す
る
記
述

を
広
く
集
め
る
こ
と
。
本
文
に
は
、
古
代
医
書
か
ら
馬
の
疾
病
と
そ
の
治
癒
の
経
過
報
告
な
ど
も
採
録
さ
れ
た
り
、
ま
た
実
際
的

な
経
験
主
義
の
観
点
か
ら
、
錬
金
術
の
成
果
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
な
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
仏
訳
版
「
編
者

緒
言
」
に
も
謳
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
事
典
は
、
き
わ
め
て
多
様
な
「
生
命
の
維
持
と
健
康
の
恢
復
」
を
め
ぐ
る
古
今
の
実

用
的
な
知
を
一
般
の
公
衆
に
向
け
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
家
庭
の
医
学
を
改
革
す
る
」
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　

ロ
ジ
ェ
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
原
典
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
的
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
枠

組
み
を
大
枠
に
お
い
て
堅
固
に
維
持
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
方
々
に
隠
さ
れ
た
聖
書
へ
の
言
及
や
、
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
へ
の
直
接
的
な
批
判
は
そ
れ
を
端
的
に
告
げ
て
い
る
。
だ
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
本
事
典
で
鮮
明
に
す
る
立
場
は
同
時
に
、
英
国
科

学
思
想
の
一
つ
の
新
潮
流
と
も
呼
応
し
て
い
た
。
そ
れ
が
最
も
明
確
に
さ
れ
る
の
は
「
序
言
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
原
著
で
九
八

ペ
ー
ジ
を
占
め
る
長
大
な
そ
の
本
文
は
、
医
術
の
古
代
の
起
源
か
ら
現
代
に
至
る
歴
史
と
発
展
を
詳
細
に
物
語
っ
て
い
る
。
冒
頭

に
は
神
の
摂
理
の
概
念
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
均
衡
を
逸
し
た
身
体
の
異
常
を
調
整
す
る
生
体
の
「
自
然
的
本
能
」 
―
―
ジ
ェ
ー
ム

ズ
は
こ
れ
を
動
物
に
も
人
間
に
も
共
通
す
る
「
神
感inspiration

            
」
と
呼
び
、
変
調
を
期
し
た
生
体
機
構
を
治
癒
へ
と
導
く
一
連

の
反
応
の
動
因
と
み
な
す 
―
―
が
い
か
に
摂
理
に
由
来
し
、「
創
造
主
の
賢
し
き
教
え
」に
適
う
よ
う
わ
れ
わ
れ
の
身
体
の
次
元
で

自
在
に
働
い
て
い
る
か
が
示
さ
れ
る
。
摂
理
の
働
き
は
、
お
の
れ
の
理
性
を
過
信
し
て
自
然
の
矩
を
外
れ
が
ち
な
人
間
よ
り
も
、

本
能
の
赴
く
が
ま
ま
に
適
切
な
食
餌
を
摂
り
、
自
然
に
動
作
す
る
獣
に
お
い
て
む
し
ろ
遙
か
に
明
示
的
で
あ
る
。
同
じ
論
理
は
、

歴
史
に
位
相
を
移
し
て
、
古
代
人
に
よ
る
様
々
な
薬
や
治
療
法
、
養
生
法
な
ど
医
術
の
「
偶
然
」
の
発
見
を
説
明
し
、
こ
れ
を
必

然
化
す
る
と
き
に
も
適
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
身
体
に
不
調
を
来
し
た
場
合
、「
野
蛮
人
や
狂
人
」
あ
る
い
は
「
文
盲
」
こ
そ
が
、
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「
自
分
の
行
為
に
い
か
な
る
合
理
的
根
拠
も
与
え
な
い
」
な
が
ら
も
「
秘
や
か
な
衝
動
」
に
従
っ
て
正
し
い
療
法
を
見
い
だ
す
。

理
性
の
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
無
数
に
伝
承
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
療
法
を
踏
ま
え
、
様
々
な
症
状
の
「
観
察
」
や
、
治
癒
に
関
す
る
多

大
な
「
実
験
の
反
復
」、
そ
し
て
他
者
と
の
相
互
的
な
「
教
育
」
の
場
を
通
じ
、「
神
感
」
が
見
い
だ
し
た
個
別
的
な
事
象
を
具
体

的
な
「
医
術
の
改
良
」
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
著
者
は
言
う
。

　

こ
の
よ
う
な
論
理
は
、
医
学
史
的
文
脈
に
あ
っ
て
は
、
当
然
な
が
ら
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
名
高
い
「
自
然
」
概
念
が
切
り
拓
い
た

人
体
の
「
自
然
治
癒
力
」 (  vism

edicatrix
naturae

     
                 
）
の
概
念
と
、
十
七
世
紀
の
シ
デ
ナ
ム
に
よ
る
そ
の
再
評
価
が
興
し
た
英
国

医
学
の
経
験
主
義
伝
統
に
直
接
発
し
て
い
よ
う
。
こ
の
「
序
言
」
は
、
医
術
史
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
功
績
を
決
定
的
な
も

の
と
評
価
し
、
全
体
の
お
よ
そ
三
分
の
一
を
そ
の
学
理
の
説
明
に
割
り
当
て
て
い
る
。
そ
こ
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
学
説
の
枢
要
と
し
て
、
内
的
な
均
衡
の
回
復
を
お
こ
な
う
身
体
深
部
の
「 
力 
」 
―
―
こ
の
「
力
」
は
、「
一
方
で
は
、
種
に

デ
ュ
ナ
ミ
ス

と
っ
て
善
な
る
も
の
あ
る
い
は
適
合
し
た
も
の
を
引
き
寄
せ
、
こ
れ
を
保
持
し
、
備
え
、
あ
る
い
は
変
容
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

他
方
で
は
、
不
要
な
も
の
、
損
害
を
与
え
る
も
の
を
、
有
益
な
も
の
と
分
離
さ
せ
た
後
で
、
除
去
す
る
も
の
」と
定
義
さ
れ
る 
―
―

と
い
う
か
の
古
代
医
学
の
概
念
の
重
要
性
を
主
張
し
、
生
体
と
い
う
「
動
物
経
済
」
を
、
自
己
保
存
を
目
的
と
し
て
調
整
的
に
相

互
機
能
す
る
自
律
的
な
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
機
構
と
し
て
提
示
す
る
。「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
自
然

機

機

と
い
う
語
で
意
味
し
て
い
た
も

の
」（
強
調
原
著
者
）
と
は
、「
身
体
の
諸
部
分
が
、
そ
れ
ら
が
悪
の
う
ち
に
苦
し
ん
で
い
る
時
に
は
そ
れ
を
通
じ
て
相
互
に
共
感

し
、
な
に
が
し
か
の
善
が
生
じ
れ
ば
そ
れ
を
通
じ
て
こ
の
善
を
分
有
し
あ
う
、
身
体
の
諸
部
分
の
あ
い
だ
に
あ
る
親
和
力
の
こ
と

で
あ
る
。
偉
大
な
る
箴
言
の
通
り
に
、
身
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
は
、
動
物
経
済
に
適
う
よ
う
に
し
て
協
働
し
、
交
感
し
、
協
力
し

あ
う
の
だ
」。
本
能

煙

煙

や
力煙

、
そ
し
て
自
然

煙

煙

と
い
う
語
彙
で
示
さ
れ
る
生
物
の
本
性
の
深
部
に
、
意
識
以
前
の
ミ
ク
ロ
な
合
目
性
と
社

会
結
合
性
の
発
現
の
契
機
を
み
よ
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
主
義
的
観
点
の
顕
揚
は
、
あ
く
ま
で
も
受
動
的
な
物
質

の
構
成
す
る
機
械
と
し
て
身
体
を
捉
え
る
そ
の
当
時
な
お
支
配
的
で
あ
っ
た
粒
子
論
的
物
質
観
に
立
つ
近
代
機
械
論
医
学
と
は
少

景 53

胸『百科全書』前史におけるジェームズ『医学総合事典』

 （　

）
33

 （　

）
34

 （　

）
35

 （　

）
36

 （　

）
37



な
く
と
も
異
質
の
、
更
に
い
え
ば
矛
盾
し
、
拮
抗
す
る
地
平
の
可
能
性
を
招
き
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
十
八
世
紀
後
半

の
モ
ン
ペ
リ
エ
医
学
派
た
ち
の
生
気
論
と
の
近
さ
も
指
摘
し
う
る
。

　

だ
が
、
こ
う
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事
典
全
体
に
示
さ
れ
た
内
容
の
革
新
性
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え

ば
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
医
学
事
典
に
は
、
物
質
自
体
に
活
性
を
与
え
る
よ
う
な
諸
概
念 
―
― 
生
物
学
的
モ
ナ
ド
や
有
機
的
分
子
、
生

命
繊
維
等
 々
―
― 
は
未
だ
い
っ
さ
い
導
入
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ス
イ
ス
の
ト
ラ
ン
ブ
レ
ー
が
、
切
断
し
た
淡
水
ヒ
ド
ラ
の
断
片

か
ら
完
全
な
身
体
組
織
が
再
生
さ
れ
る
の
を
観
察
し
た
の
は
、
事
典
第
一
巻
刊
行
の
一
年
後
の
一
七
四
四
年
で
あ
る
。
顕
微
鏡
に

よ
る
微
生
物
の
自
然
発
生
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
っ
て
「
発
見
」（
後
に
誤
り
と
判
明
）
さ
れ
、
前
成
説
と
後
成
説
を

め
ぐ
る
生
物
を
め
ぐ
る
伝
統
的
な
形
而
上
学
的
問
題
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
を
拠
点
と
し
て
再
燃
し
た
の
は

一
七
四
五
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
物
質
に
内
在
す
る
活
力
の
問
題
が
、
科
学
の
最
前
線
で
実
証
的
に
問
わ
れ
始
め
よ
う
と
す
る
真
際

に
、
こ
の
事
典
は
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
主
義
の
大
部
分
は
、
実
際
に
は
あ
く
ま

で
も
、
ホ
フ
マ
ン
や
シ
ュ
タ
ー
ル
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ウ
ェ
ら
と
い
っ
た
、
前
世
紀
後
半
か
ら
世
紀
初
頭
に
か
け
て
先
人
た
ち
の
お
こ

な
っ
た
医
学
的
認
識
の
変
革
の
成
果
か
ら
、
文
献
を
通
じ
て
彼
な
り
に
学
び
取
っ
た
も
の
を
選
り
出
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
先
に
引
用
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
自
然
」
概
念
の
く
だ
り
そ
の
も
の
が
、
ス
イ
ス
の
医
師
ダ
ニ
エ
ル
・

ル
ク
レ
ー
ル
に
よ
る
、
人
口
に
膾
炙
し
た
『
医
学
史
』（
一
六
九
六
）
の
一
節
か
ら
の
写
し
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
提
示
し
、

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
術
著
作
理
論
文
庫
』
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
時
代
が
と
り
わ
け
こ
の
事
典
に
お
い
て
好
意
的
に
受
容
し
た

の
は
む
し
ろ
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
数
多
く
の
医
学
典
籍
を
編
纂
す
る
の
に
遺
憾
な
く
発
揮
し

た
、
そ
の
学
識
の
ほ
う
で
あ
っ
た
。
同
事
典
が
、
と
き
に
新
旧
の
雑
多
な
知
識
の
無
定
見
な
堆
積
と
い
っ
た
観
を
呈
し
て
い
る
の

は
、
理
論
的
体
系
の
専
制
を
斥
け
る
シ
デ
ナ
ム
以
来
の
英
国
医
学
の
経
験
主
義
的
な
姿
勢
に
由
来
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た

学
問
の
過
渡
期
に
特
有
の
時
代
的
制
約
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
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し
か
し
同
時
に
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
事
典
が
、
ポ
ー
プ
の
『
人
間
論
』（
一
七
三
三
―
三
四
年
、
散
文
に
編
み

直
し
た
ド
・
シ
ル
エ
ッ
ト
に
よ
る
仏
訳
は
三
六
年
）
や
ハ
チ
ソ
ン
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
な
ど
の
影
響
を
通
じ
て
一
七
三
〇
―
四
〇
年

代
に
英
国
か
ら
大
陸
へ
と
流
入
し
た
、
道
具
的
理
性
に
対
す
る
人
間
の
自
然
本
性
の
原
初
的
な
本
能
や
感
覚
、
情
念
の
顕
揚
、
そ

し
て
道
徳
感
覚
論
に
お
け
る
倫
理
的
次
元
と
感
性
的
次
元
の
架
橋
と
い
っ
た
、
道
徳
論
に
お
け
る
決
定
的
な
重
点
の
移
動
の
時
期

と
交
差
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
デ
ィ
ド
ロ
が
娘
に
遺
し
た
文
庫
の
中
に
は
、
彼
自
身
の
直
筆
で
び
っ

し
り
と
注
釈
の
書
き
込
ま
れ
た
『
人
間
論
』
仏
訳
版
の
初
版
が
見
つ
か
る
。
初
版
刊
行
直
後
か
ら
第
二
版
の
出
る
四
九
年
ま
で
の

二
〇
代
か
ら
三
〇
代
に
か
け
て
、
持
続
的
に
手
に
取
ら
れ
、
再
読
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
書
物
に
は
、
随
所
に
引
か
れ
た
下

線
、
そ
し
て
行
間
や
欄
外
の
余
白
の
至
る
所
に
誤
訳
の
指
摘
や
デ
ィ
ド
ロ
自
身
の
試
訳
（
デ
ィ
ド
ロ
は
ポ
ー
プ
の
英
語
原
文
も
所

持
し
て
い
た
ら
し
く
、
こ
れ
と
ド
・
シ
ル
エ
ッ
ト
の
仏
訳
を
詳
細
に
比
較
照
合
し
て
も
い
た
）、
本
文
の
要
約
、
解
説
、
感
想
等
が

あ
り
、
い
か
に
こ
の
書
が
デ
ィ
ド
ロ
に
と
っ
て
、
た
ん
に
愛
読
書
と
い
う
以
上
の
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
彼

は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
先
の
「
序
言
」
を
読
み
、
次
の
よ
う
な
ポ
ー
プ
の
文
章
を
思
い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。「
本

能
に
お
い
て
統
治
す
る
の
は
神
で
あ
り
、
理
性
に
お
い
て
は
人
間
で
あ
る
」。「
本
能
と
理
性
の
間
を
区
切
る
境
界
は
き
わ
め
て
わ

ず
か
で
あ
る
。
二
つ
は
永
遠
に
分
離
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
永
遠
に
接
近
し
て
い
る
の
だ
」。「
決
し
て
道
に
迷
う
こ
と
の
な
い
本
能

に
導
か
れ
た
獣
は
、
他
の
無
謬
の
能
力
を
必
要
と
し
よ
う
か
」。

　

本
能
や
情
念
は
そ
の
本
性
上
善
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
は
神
の
摂
理
が
直
截
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
本
能
的
な
傾
向

性
に
導
か
れ
た
情
念
の
非
主
体
的
で
純
粋
な
力
の
場
こ
そ 
―
―
そ
こ
で
は
存
在
の
階
梯
の
理
論
に
従
っ
て
人
間
と
動
物
の
境
界

は
限
り
な
く
曖
昧
に
さ
れ
る 
―
―
が
、
個
の
自
己
保
存
と
全
体
の
調
和
と
い
う
、
ホ
ッ
ブ
ズ
以
来
切
断
さ
れ
た
二
つ
の
次
元
の
接

続
を
論
理
的
に
可
能
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ポ
ー
プ
の
議
論
の
結
構
に
見
ら
れ
る
反
＝
ホ
ッ
ブ
ズ
的
、
理
神
論
的
な
性
格
は
、
こ

の
時
代
の
少
な
か
ら
ぬ
青
年
た
ち
を
捉
え
た
考
え
方
で
あ
っ
た
。
本
事
典
の
翻
訳
に
関
わ
っ
た
未
来
の
百
科
全
書
派
の
二
人
に
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と
っ
て
も
ま
た
、
そ
れ
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
ト
ゥ
ー
サ
ン
が『
習
俗
論
』（
一
七
四
八
年
）で
書
い
た
次
の
よ
う
な
文
章
も
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
医
学
事
典
「
序
言
」
の
谺
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。「
し
た
が
っ
て
苦
痛
へ
の
嫌
悪
と
快
楽
へ
の
愛
が
わ
れ
わ
れ
の
な

か
に
生
じ
さ
せ
る
情
念
は
道
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
能
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
本
能
は
自
由
な
も
の
で
は

な
い
し
、
ま
た
啓
発
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
、
い
や
啓
発
さ
れ
る
必
要
も
な
い
。
と
言
う
の
は
本
能
は
そ
れ
自
身
で
行
動
を
決
め

る
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
本
能
は
悪
を
避
け
、
善
を
求
め
る
。
だ
が
本
能
は
何
が
悪
で
何
が
善
か
を
知
ら
な
い
の
で
、
そ
れ

を
本
能
に
示
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
。
本
能
に
か
わ
っ
て
こ
の
判
別
を
行
う
の
が
理
性
の
仕
事
で
あ
る
。
個
々
の
情
念
に
適
切
な

対
象
を
示
し
、
し
か
る
べ
き
限
界
の
な
か
に
留
ま
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
念
を
制
御
す
る
の
は
理
性
の
役
割
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
理
性
は
し
ば
し
ば
そ
れ
に
失
敗
す
る
。
情
念
を
糾
弾
す
る
叫
び
が
多
く
聞
か
れ
る
が
、
誤
っ
た
の
は
理
性
な
の
で
あ
る
」。

デ
ィ
ド
ロ
は
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
『
美
徳
と
功
績
に
関
す
る
試
論
』
翻
訳
（
一
七
四
五
年
）、『
哲
学
断
想
』（
一
七
四
七
年
）
に
お
い

て
、
同
じ
論
理
を
更
に
徹
底
し
て
推
し
進
め
る
で
あ
ろ
う
。
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
翻
訳
に
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
私
た
ち

に
と
っ
て
情
愛
と
同
じ
よ
う
に
自
然
で
あ
る
正
義
と
不
正
の
感
情
」
は
「
私
た
ち
の
生
体
構
造
の
最
初
の
構
成
要
因
の
ひ
と
つ
」

で
あ
り「
不
正
と
公
正
の
区
別
は
私
た
ち
に
は
生
来
の
も
の
で
あ
る
」。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
そ
の
事
典
で
掲
げ
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
主
義

は
、
少
な
く
と
も
デ
ィ
ド
ロ
に
と
っ
て
は
、
ポ
ー
プ
、
ハ
チ
ソ
ン
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ら
と
同
様
、
生
体
の
次
元
に
固
有
の
社
会
結

合
性
の
論
理
を
、
道
徳
論
・
政
治
社
会
論
の
水
準
に
外
挿
さ
せ
る
論
理
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
そ
れ
が
外
挿
論
理
で
あ
る
ほ
か
な
い

以
上
、
後
に
ル
ソ
ー
に
よ
っ
て
疑
似
論
理
な
い
し
短
絡
と
し
て
徹
底
し
た
拒
絶
を
受
け
る
対
象
と
な
る
に
し
て
も
。

四　

学
識
と
経
験
主
義

　

だ
が
、
以
上
述
べ
た
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
事
典
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。
言
表
の
歴
史
的
生
産
に
お
け
る
形
式
的
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側
面
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
一
七
四
〇
年
代
と
い
う
時
代
の
中
に
差
し
戻
し
た
場
合
、
同
書
の
内
容
と
構
成
が
少

な
か
ら
ぬ
点
で
顕
著
な
言
説
論
的
特
徴
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
長
大
な
「
序
言
」（
仏
訳
版
で
は
「
医
学
の
起

源
と
発
展
に
関
す
る
歴
史
的
論
説
」«

Discourshistorique
surl’origine

 
                                   

etlesprogrèsde
la
m
édecine

»

                      
          
と
し
て
訳
出
）
は
、

き
わ
め
て
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
を
取
っ
て
叙
述
さ
れ
た
、
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
医
学
の
壮
大
な
学
説
誌 (doxographie)

              
の
試
み

で
あ
り
、
現
在
か
ら
み
て
何
が
有
益
で
あ
り
、
何
が
無
益
で
あ
っ
た
か
を
歴
史
的
に
回
顧
し
な
が
ら
、
学
問
と
し
て
の
医
学
が
、

過
去
か
ら
の
伝
承
に
よ
っ
て
蓄
積
し
え
た
様
々
な
知
識
体
系
の
今
日
的
意
義
を
、
批
判
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
先
に
触
れ
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
始
め
、
古
代
の
医
家
た
ち
か
ら
近
代
の
医
学
者
ま
で
の
伝
記(biographie)

              

的
叙
述
も
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
生
の
様
々
な
事
跡
、
と
り
わ
け
そ
の
生
ま
れ
や
教
育
、
新
た
な
治
療
法
や
施
術
法
の

発
見
、
他
派
の
学
理
的
な
論
争
、
達
成
し
た
業
績
が
読
者
の
眼
に
生
き
生
き
と
映
る
よ
う
に
活
写
さ
れ
た
。
学
問
の
内
部
生
成
を

生(  bio

   s  )  
と
学
説(  doxa

    )  
の
緊
密
な
通
時
的
連
続
の
う
ち
に
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
姿
勢
は
、
共
示
的
な
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
体
系
に
基
づ
く
辞
書
項
目
の
内
部
に
お
い
て
も
や
は
り
、
古
典
古
代
の
権
威
か
ら
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
た
も

の
の
考
証
へ
の
重
視
と
し
て
顕
れ
る
。
仏
訳
版
編
者
緒
言
に
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
事
典
の
本
文
構
成
の
特
徴

が
記
述
さ
れ
る
。「
自
分
の
意
見
を
た
だ
開
陳
す
る
ば
か
り
で
、
権
威
に
頼
ろ
う
と
し
な
い
と
い
う
、
学
問
事
典
の 
編
纂
者 
に
し
ば

コ
ン
ピ
ラ
ト
ゥ
ー
ル

し
ば
見
ら
れ
が
ち
な
不
都
合
を
、
著
者
は
避
け
た
。
こ
の
不
都
合
は
も
う
ひ
と
つ
の
別
の
不
都
合
、
す
な
わ
ち
著
者
の
名
望
で

も
っ
て
の
み
著
作
に
評
価
が
下
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
重
要
な
項
目
で
ま
っ
た
く
役
に
立
な
い
と
い
う
不
都
合
も
招
く
。
ジ
ェ
ー
ム

ズ
氏
は
、
他
人
の
意
見
や
施
術
・
実
技
を
正
確
に
引
用
し
た
。
す
べ
て
の
段
落
の
最
後
に
は
、
氏
が
引
例
と
し
た
著
作
家
の
名
や

著
作
名
が
確
実
に
見
つ
け
ら
れ
る
」。「
す
べ
て
の
段
落
」
は
い
さ
さ
か
誇
張
に
過
ぎ
よ
う
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
、

典
拠
と
し
た
古
近
の
学
者
名
や
そ
の
著
書
を
、
時
に
ペ
ー
ジ
数
に
至
る
ま
で
、
確
か
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
項
目
内
に
律
儀
に
事

細
か
く
記
し
て
い
た
。
例
え
ば
項
目«

AM
INAEUM

VINU

     
      
     M  
 »   
に
は
中
途
の
段
落
末
尾
に«   Plyny.Nat.Hist.Lib

                     .  14.

     Cap

   .   
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2   »  
、 項
目«

AM
BAITING

     
       A  
 »  
に 
は 
項 
目 
末 
尾 
に«    Raii.Hist.plant

                 .  »   
、 項 
目«
AM
BIA

     
   
 »    
に
は
同
じ
く
項 
目 
末 
尾
に «    Lemery

       

de
Drogue

         s  »   
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
項
目
の
内
容
が
プ
リ
ニ
ウ
ス
『
博
物
誌
』（
一
世
紀
）
第
一
四
書
第
二
章
、
レ
イ
『
植
物
誌
』

（
一
六
八
六
年
）、
レ
ム
リ
『
薬
草
総
合
事
典
』（
一
六
九
八
年
）
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
重
要
な
項

目
に
そ
れ
は
よ
り
顕
著
で
、
冒
頭
で
関
連
す
る
重
要
典
拠
が
通
覧
で
き
る
よ
う
遺
漏
な
く
枚
挙
さ
れ
た
。
植
物
学
項
目
に
は
、
古

今
の
代
表
的
な
書
籍
か
ら
渉
猟
し
た
対
応
す
る
当
該
の
植
物
名
が
ラ
テ
ン
語
、
時
に
ギ
リ
シ
ア
語
で
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典

拠
の
記
述
箇
所
が
巻
号
、
ペ
ー
ジ
番
号
と
と
も
に
一
覧
さ
れ
て
い
る
。
疾
病
学
や
解
剖
学
項
目
で
は
、〈
観
察
〉(observation)

 
            
な

い
し
〈
症
例
〉(case

 
    )  
と
称
し
て
、
関
連
す
る
様
々
な
疾
病
を
患
う
患
者
の
臨
床
記
録
や
屍
体
解
剖
の
事
例
が
、
や
は
り
古
今
の

医
書
か
ら
数
多
く
蒐
集
さ
れ
、
読
者
に
提
示
さ
れ
た
。
先
行
す
る
言
説
と
の
連
関
や
連
続
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
明
示
的
に
強
調
さ
れ

て
構
造
化
さ
れ
た
例
は
、
同
時
代
の
辞
書
・
事
典
を
見
て
も
さ
ほ
ど
は
多
く
な
い
。
フ
ュ
ル
チ
エ
ー
ル
、
ア
カ
デ
ミ
ー
や
ト
レ
ヴ
ー

な
ど
の
一
般
的
な
フ
ラ
ン
ス
語
国
語
辞
典
に
は
、
近
年
ア
ラ
ン
・
レ
イ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る

そ
の
現
実
上
の
絶
え
間
な
い
相
互
参
照
と
借
用
、
剽
窃
を
別
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
他
の
辞
書
の
定
義 
―
― 
当
然

な
が
ら
い
わ
ゆ
る
「
用
例
」
を
除
く
と
し
て 
―
― 
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
沈
黙
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
い
わ
ゆ
る
技
芸
部
門

が
中
心
を
占
め
る
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』
や
ハ
リ
ス
の
『
レ
キ
シ
コ
ン
・
テ
ク
ニ
ク
ム
』
に
つ
い
て
も
こ
れ

ら
の
辞
書
と
同
様
で
あ
る
。

　

近
年
ポ
マ
タ
お
よ
び
シ
ラ
イ
シ
ら
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
西
洋
近
世
の
〈
ヒ
ス
ト
リ
ア
〉(historia)

 
          
と
い
う
概
念
に
は
、

初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
期
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
大
き
な
意
味
上
の
転
換
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
語
が
今
も
担
っ
て

い
る
い
わ
ゆ
る
時
系
列
的
な
出
来
事
の
連
続
的
継
起
、
さ
ら
に「
人
類
の
過
去
の
記
録
」と
い
う
意
味（
今
日
で
言
う
と
こ
ろ
の「
歴

史
」
に
ほ
ぼ
近
い
）
の
ほ
か
に
、
古
典
古
代
以
来
そ
の
命
脈
を
保
っ
て
き
た
き
わ
め
て
多
様
な
伝
統
的
意
味
層
の
近
世
末
期
に
お

け
る
廃
絶
と
再
配
置
と
い
う
事
態
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
特
に
十
七
世
紀
後
半
以
来
、
主
と
し
て
博
物
誌
や
医
学
の
言
説
の
中
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で
展
開
し
た
経
験
主
義
的
〈
ヒ
ス
ト
リ
ア
〉
の
用
法
は
、
時
に
相
互
に
矛
盾
す
る
相
異
な
る
事
象
を
参
照
す
る
複
合
的
概
念
と
し

て
学
問
の
内
部
で
構
築
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
そ
れ
は
、
人
文
主
義
の
復
興
と
と
も
に
歴
史
記
述
に
お
け
る
い
わ
ば
常
数

と
な
っ
た
古
事
学
＝
学
識(érudition

           )  
の
伝
統
に
属
し
、
先
行
す
る
過
去
の
文
書
や
記
録
な
ど
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
成
し
、
そ
の

蒐
集
と
整
理
を
お
こ
な
っ
て
、
こ
れ
ら
を
源
泉
と
し
た
体
系
的
・
総
合
的
な
知
の
再
構
築
を
目
指
す
こ
と
を
な
お
意
味
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
他
方
で
こ
の
語
は
、
特
に
経
験
論
的
医
学
に
お
い
て
、
新
し
い
志
向
を
も
つ
二
種
類
の
言
説
の
実
践
を
指
す
表
象
と

も
な
っ
た
。
ま
ず
一
つ
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
ら
が
十
七
世
紀
前
半
に
行
っ
て
そ
れ
以
後
に
流
布
し
た
解
剖
学
的
観
察
記
録
が
〈
ヒ
ス
ト

リ
ア
〉
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
、
切
開
し
た
身
体
の
解
剖
結
果
を
可
能
な
限
り
主
体
が
正
確
に
描
写
し
、
記
述
し

て
い
く
言
説
の
実
践
を
指
す
。
二
つ
め
は
、
こ
れ
も
ほ
ぼ
同
時
期
の
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
出
現
し
た
言

説
形
式
で
あ
り
、
医
師
が
個
々
の
患
者
の
容
態
の
変
化
、
症
状
、
症
例
を
外
面
か
ら
観
察
し
記
録
す
る
タ
イ
プ
の
文
書
の
こ
と
を

指
す
。「
診
療
記
録
」«

curationes

 
            »  
あ
る
い
は
「
観
察
録
」«

observationes

 
               »  
と
し
て
広
く
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

も
新
た
な〈
ヒ
ス
ト
リ
ア
〉の
一
部
で
あ
っ
た
。
身
体
の
表
層
と
深
層
に
そ
れ
ぞ
れ
医
師
＝
主
体
の
視
線
が
注
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
産
み
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
二
種
類
の
観
察
記
録
の
様
式
が
一
般
化
さ
れ
る
に
つ
れ
、〈
ヒ
ス
ト
リ
ア
〉
は
も
は
や
過
去
の
権
威
者
に

よ
る
証
言
の
復
元
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
自
然
の
個
別
の
事
物
（
＝
人
体
）
の
描
写
に
よ
る
知
の
総
合
と
い
う
よ
り
近
代
的
な

意
味
を
獲
得
す
る
。
確
か
に
そ
こ
で
、
知
の
保
管
と
分
類
整
理
、
伝
承
と
い
う
古
来
の
〈
ヒ
ス
ト
リ
ア
〉
概
念
の
中
核
的
意
味
が

徐
々
に
後
退
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
が
「『
百
科
全
書
』
序
論
」
に
お
い
て
「
古
代
人
た
ち
の
諸
著
作
か
ら
、
私

た
ち
に
有
用
で
有
り
う
る
も
の
を
す
べ
て
抜
粋
し
て
私
た
ち
の
手
近
に
置
い
て
く
れ
る
た
め
に
は
、
彼
ら
は
ま
た
有
用
で
な
い
も

の
を
も
そ
れ
か
ら
引
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
嘲
弄
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
、
む
ろ
ん
前
者
の
古
事
学
＝
学
識
的
実
践
を

指
し
て
い
た
。

　

し
か
し
こ
こ
で
も
ま
た
、
安
直
な
二
分
法
は
禁
物
で
あ
る
。
多
く
の
医
学
者
に
と
っ
て
と
同
様
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
と
っ
て
も
ま
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た
、
方
々
の
古
文
書
館
や
資
料
室
、
蔵
書
に
集
め
ら
れ
た
数
多
く
の
古
近
の
医
学
文
献
や
そ
の
注
解
書
を
読
む
こ
と
と
、
同
時
代

の
夥
し
い
数
の
臨
床
記
録
や
解
屍
報
告
を
入
手
し
て
こ
れ
か
ら
情
報
を
え
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
な
ん
ら
矛
盾
し
な
い
ひ
と
つ
の

統
一
的
な
実
践
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
実
践
を
相
互
に
排
他
せ
ず
に
許
容
し
た
も
の
こ
そ
、
こ
の
時
代
に
特
有
な
〈
ヒ
ス

ト
リ
ア
〉
概
念
の
曖
昧
さ
と
複
雑
性
で
あ
る
こ
と
を
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
事
典
の
内
に
読
み
取
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的

に
示
し
て
い
る
の
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
医
学
事
典
に
収
録
さ
れ
た
図
版(planches)

           
で
あ
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン
版
事
典
に
は
、
第
一

巻
お
よ
び
第
三
巻
巻
末
に
、
本
文
に
対
応
し
た
形
六
十
三
葉
の
図
版
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
人
体
全
体
の
骨
格
や
動
静
脈
、
筋
肉
、

内
臓
解
剖
図
、
疾
病
の
細
部
と
そ
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
医
療
機
具
を
始
め
、
内
臓
や
性
器
な
ど
身
体
の
各
部
位
の
解
剖
図
や
畸

形
、
具
体
的
な
手
術
の
描
写
、
子
宮
内
の
胎
児
図
、
包
帯
法
な
ど
が
、
詳
細
な
銅
版
画
で
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
図
像
の
大
多
数
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
指
示
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
他
の
二
次
資
料
か
ら
の
流
用
で
あ
っ
た
。

人
体
や
実
験
器
具
の
直
接
的
な
観
察
の
産
物
で
あ
る
は
ず
の
こ
れ
ら
視
覚
的
記
録
資
料
の
大
部
分
が
、
様
々
な
過
去
の
先
行
文
献

の
保
管
と
蒐
集
、
選
別
と
分
類
と
い
う
人
文
学
的
な
批
評
の
プ
ロ
セ
ス
を
無
視
し
て
は
成
立
し
な
い
と
い
う
事
情
は
、〈
ヒ
ス
ト
リ

ア
〉
概
念
の
歴
史
性
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
透
明
な
主
体
が
視
覚
を
通
じ
て
裸
の
世
界
と
対
峙
す
る
と
い
う
経
験
主
義
的

な
観
察
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
過
程
に
は
、
文
献
批
判
と
注
釈
か
ら
構
成
さ
れ
る
古
事
学
的
＝
文
献
学
的
な
媒
介
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

な
お
厳
然
と
し
て
そ
び
え
て
い
た
。
か
つ
て
ル
ネ
・
パ
ン
タ
ー
ル
は
、
十
七
世
紀
前
期
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ノ
ー
デ
や
ギ
ー
・
パ
タ

ン
、
ラ
モ
ッ
ト
・
ル
・
ヴ
ェ
イ
エ
ら
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
文
主
義
的
素
養
に
深
く
沈
潜
し
、
歴
史
批
評
や
文
献
学
、
実
験
科

学
な
ど
の
実
践
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
・
神
学
的
ド
グ
マ
に
批
判
意
識
を
も
っ
て
対
抗
的
な
自
律
的
言
説
を
構
築
し
た
文
人

た
ち
の
知
的
思
潮
を
「
学
識
あ
る 
自
由
思
想
家 
」
と
読
ん
だ
が
、
ポ
マ
タ
／
シ
ラ
イ
シ
が
そ
れ
を
転
用
し
て
使
っ
た
卓
抜
な
比
喩

　

リ
ベ
ル
タ
ン　

を
借
り
れ
ば
、
こ
こ
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
体
現
し
て
い
る
も
の
も
「
学
識
あ
る 
経
験
主
義
者 
」
の
そ
れ
な
の
で
あ
る
。

　

ア
ン
ピ
リ
ス
ト　
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右
の
研
究
は
文
科
省
科
研
費
基
盤
Ｃ
平
成
二
一
―
二
三
年
度
「『
百
科
全
書
』
デ
ィ
ド
ロ
執
筆
項
目
本
文
研
究
：
そ
の
「
生
命
学
」
的
展

開
」（
代
表
・
逸
見
龍
生
）、
お
よ
び
平
成
二
三
年
度
新
潟
大
学
人
文
学
部
研
究
推
進
費
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
記
し
て

謝
辞
と
す
る
。

註
 （
１
）Robert

Jam
es

           
  ,  

Dictionnaire
universel

de
médecine,

                                    

de
chirurgie,

de
chymie,

de
botaniq

                                    ue,
d’anatomie,

de
pharmachie,

                               

d’histoirenaturelle&
c.Procédéd’

                      
              un

DiscoursHistoriquesurl’origne

                                    &
lesprogrèsdela

M
édecine.Tradui

 
                    
               tdel’anglaisde

                  

M
.James,par

M
rs
Diderot,Eidous

&

 
              
                    
 Toussaint.Revu,

corrigé
&
augmenté

                           
         

par
M
.Julien

Busson,Docteur-Régen

      
                              tde

la

        

Faculté
de
M
edecine

de
Pari

            
               s  .6
vols,Paris,Briasson,David

l’a

                                    îné
etDurand,1745-1748.

                          
原

著

はRobertJam
es,

           
    The

    

medicinaldictionary,Including
Phys

                                    ic,Surgery,Anatomy,Chymistry,and
                                    

Botany,Togetherwith
a
History

of

                                    Drug

    s  ,3
vols,

          

London,T.Osborne,1743-1745.

                               

 （
２
） ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
一
七
〇
五
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
で
生
ま
れ
た
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
学
、
同
窓
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
生
涯
の
親
交
を
結
ぶ
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
人
文
学
を

学
び
、
同
大
学
で
医
学
を
修
め
た
後
、
一
七
二
八
年
五
月
八
日
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
博
士
号
を
取
得
。
同
年
一
月
十
二
日
に
は
、
ロ

ン
ド
ン
医
師
協
会
に
資
格
外
会
員
と
し
て
登
録
を
済
ま
せ
て
い
た
。
一
七
四
三
年
か
ら
刊
行
し
た『
医
学
事
典
』で
注
目
を
集
め
る
。
同

年
に
は
、
今
日
の
ア
ス
ピ
リ
ン
の
よ
う
な
用
途
で
用
い
ら
れ
た
高
名
な
解
熱
剤
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
パ
ウ
ダ
ー
」
を
ロ
ン
ド
ン
で
商
品
化

し
、
商
業
的
な
成
功
も
収
め
た
。
一
七
四
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
医
師
協
会
資
格
会
員
に
昇
格
。
そ
の
後
、『
物
理
の
実
際
』（
一
七
四
六
年
）

『
狂
犬
病
に
つ
い
て
』（
一
七
六
〇
年
）、『
医
務
室
論
』（
一
七
六
四
年
）、
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ラ
マ
ツ
ィ
ー
ニ
『
職
人
の
病
気
』

の
翻
訳
も
あ
り
（
一
七
四
六
年
）、
そ
の
冒
頭
に
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ホ
フ
マ
ン
の
風
土
病
論
も
自
身
の
手
で
訳
出
し
て
い
る
。
一
七

七
六
年
三
月
に
死
亡
。
没
後
『
熱
に
つ
い
て
』（
一
七
七
八
年
）、『
熱
パ
ウ
ダ
ー
に
関
す
る
弁
明
』（
同
）、『
子
ど
も
の
病
気
に
つ
い
て
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の
小
論
』（
同
）
が
刊
行
さ
れ
る
。 

 （
３
） 『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
一
七
四
二
年
一
二
月
号
に
同
巻
の
項
目ANTIM

ONY

      
    
か
ら
の
抜
粋
が
見
つ
か
る
。"The

 
     

m
edicinalNature

ofAntim
ony",

 
                        
      The

Gentleman’smagazine,

                         1742,vol12,p.636.

                     

 （
４
）The

Gentleman’smagazin
                       e  ,1744,vol.14,p.716.Printed

by
T

                                    .Baskettand
by
the
assignsofR.B

                                    askett,forT.Longm
an
and

                    
       

T.Shewell,1745.

                  

 （
５
） Encyclopédie,ou

dictionnaireraison

                                    nédessciences,desartsetdesmét

                                    iers,parunesociétédesgensdele

                                    ttres,

       17
vols,Paris,

                

Librairesassociés,1751-1765.

                              
本
稿
で
は
同
書
の
慶
応
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
パ
リ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
を
利
用
し
た
。
な

お
、
同
版
の
真
正
性
に
つ
い
て
は
、Richard
N.Schwab,with

the
collabor

 
                                   ation

ofW
alterE.Rex,

          
              Inventory

ofDiderot’s

                       

Encyclopédie

            ,  6
vols,«

Studieson
Voltaire

and
t

                                    he
eighteenth

century
(80,83,85,9

                                    1-93)»,Oxford,The
Voltaire

Foundat

                                    ion,

     

1971-72.

        
を
基
に
調
査
し
た
以
下
の
論
文
を
参
照
。
逸
見
龍
生「『
百
科
全
書
』を
読
む
―
― 
本
文
研
究
の
概
観
と
展
望
」『
欧
米
の
言
語
・

文
化
・
社
会
』（
新
潟
大
学
人
文
学
部
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
層
文
化
と
近
代
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
第
一
一
号
、
二
〇
〇
五
年
、
三
九
―
九

二
ペ
ー
ジ
。
デ
ィ
ド
ロ
執
筆
項
目
の
う
ち
批
評
校
訂
版
『
デ
ィ
ド
ロ
全
集
』
所
収
の
も
の
は
同
校
訂
版
も
同
様
に
参
照
し
た
。Denis

 
     

Diderot,

         Oeuvres
complètes

                 ,  édition
critique

sous
la
direction

                                    de
HerbertDieckm

ann,Jacques
Proust

                 
                   ,Jean

Varloot,Paris,

                       

Herm
ann,1975-.[DPV].

    
                  
『
百
科
全
書
』
と
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
『
サ
イ
ク
ロ
ピ
ー
デ
ィ
ア
』
お
よ
び
『
ト
レ
ヴ
ー
辞
典
』
と
の
関
係
に
つ

い 
て 
は 
以 
下 
を 
参 
照
。M
arie
Leca-Tsiom

is,

 
 
               
    Ecrire

l’Encyclopédie.Diderot:
de

                                    l’usage
des
dictionnaires

à
la
gramm

                                    aire

     

philosophique,

               «
Studies

on
Voltaire

and
the
Eighte

                                    enth
Century

»,Vol.375,Oxford,Vo
                                    ltaire

Foundation,1999

                       .   ;Alain

        

Cernuschi,

           Penserla
musique

dansl’Encyclopédi

                                    e,    Honoré
Cham

pion,2000.

           
           
本
文
を
め
ぐ
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
概
略
は
す

で
に
逸
見
龍
生
「『
百
科
全
書
』
を
読
む 
―
― 
本
文
研
究
の
概
観
と
展
望
」（
前
掲
論
文
）
で
取
り
上
げ
た
。
な
お
、
実
際
の
本
文
批
評

の
試
み
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
逸
見
龍
生
「
百
科
全
書
」
第
一
巻
デ
ィ
ド
ロ
寄
稿
項
目
に
お
け
る
「
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

概
要
お
よ
び
論
文
集
」
典
拠
」、『
新
潟
大
学
人
文
科
学
研
究
』、
一
九
九
六
年
、
四
九
―
七
〇
ペ
ー
ジ
。
逸
見
龍
生
「
デ
ィ
ド
ロ
執
筆
項

目
「『
霊
魂
』
補
遺
」
―
―
『
百
科
全
書
』
本
文
校
訂
の
試
み
」『
藝
文
研
究
』
第
九
一
号
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
紀
要
）、
二
〇
〇

六
年
、
四
五
―
六
〇
ペ
ー
ジ
。Tatsuo

Hem
m
i,«Pluralité

desvoix
d

 
          
 
                        ans

    l  ’Encyclopédie
             

»,dans

         Voix
etM
odernités.

         
           Acte

du

        

colloque
international

du
15
-16
mar

                                    s
2010

(Université
de
Bordeaux

III)

                                   ,  
Niigata,

Faculté
des
Sciences

Hum
ai

                                  
  nes

de
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l’Université

de
Niigata,2011,pp.9

                                    2-108.

       

 （
６
） 「
辞
書
の
世
紀
」と
し
て
様
々
な
十
八
世
紀
に
お
け
る
辞
書
・
事
典
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
歴
史
的
文
脈
を
捉
え
る
に
は
、Leca-Tsiom

is

 
         
   
の

前
掲
書
の
ほ
か
、Bernard

Quem
ada,

 
           
     LesDictionnairesdu

françaismodern

                                    e
1539-1863.Etude

surleurhistoir

                                    e,leurstypes

               

etleursméthodes
                 ,  Paris,Didier,1967;PierreRétat,

                                    «L’âgedesdictionnaires»,dansHen

                                    ri-Jean
M
artin,etRogerChartier,é

         
                           d.    

Histoire
de
l’édition

française

                               ,  tom
e
II
:

    
       Le

livre
triomphant.1660-1830,

                               Fayard,1990,pp.232-241.

                            
お 
よ 
びAlain

Rey,

            

M
iroir

 
     s   du

monde.une
histoire

de
                          l  ’  encyclopédisme,

                Paris,Fayard,2007.

                     
を
参
照
。

 （
７
）Louis-Philippe

M
ay,«Histoire

etso

                 
                   urces

de

         l  ’Encyclopédie

             

d’après
le
registre

des
délibératio

                                    ns
etde

com
ptes
des
éditieurs

            
                   

etunm
ém
oire
inédit»,

     
  
               Revue

de
synthèse,

                  1938,février,no.XV,1938,p.32.

                                    

 （
８
） こ 
の 
点 
に 
つ 
い 
て 
詳 
し 
く 
は 
以 
下 
の 
論 
文 
を 
参 
照
。Frank

A.Kafker,JeffLoveland,«An

                                    toine-ClaudeBriasson
et

                         l  ’Encyclopédie»,

                 

RecherchessurDiderotetsurl’Ency

                                    clopédie,

          35,2003,pp.131-142.

                       

 （
９
）cf.«ProjetdeSouscription

pourun

                                    DictionnaireUniverseldeM
edecine,

                           
         dePhysique,deChimie,deBotanique

                                    ,deChirurgie,

                

d’Anatomie,dePharmacie.&
c

                           
  .  en
Six
Volum

esin-fol.avecfigures
             
                       ,traduitdel’AnglaisdeM

.Jam
es,

                           
     
    Docteuren

M
édecine.

            
         

CetOuvragis’im
prim
e
à
Paris,chez

                
    
                Briasson,à

la
Science;David,à

la
                                    Plum

e
d’or;Durand,à

S.Landry,&

    
                               
 au

Grisson.»,

              

JournaldesSavantspourmars1745,

                                    Paris,pp.174-177.

                    

 （　

）Denis
Diderot,

                Correspondance

              [  CR   ],recueillie,établie
etannotée

pa

                                    r
Georges

Roth
etJean

Varloot,16

                                    vols,Paris,Les

                 

10Editionsde
M
inuit,t.1,1955,p.86

             
                       .   

 （　

）Franco
Venturi,

                 Jeunesse
de
Didero

                  t  ,Genève,Slatkine,1967,pp.47-48.

                                     

11

 （　

）Wilson,

  
       op.cit.,

         pp.65
etsuiv

              .  

12

 （　

）C   R  ,p.55

       .  

13

 （　

）ibid.

       

14

 （　

）Franco
Venturi,

                 Le
originidell’Enciclopedia

                            ,  «
Piccola

biblioteca
Einaudi:26

»

                                    ,Einaudi,1977.

                
（
フ
ラ
ン
コ
・
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー

15

リ
『
百
科
全
書
の
起
源
』
大
津
真
作
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
九
年
）;JacquesProust,

 
                 Diderotetl’Encyclopédie,op.cit.

                                  ;   

ArthurW
.W
ilson,Diderot.

         
  
                Sa

vie
etson

oeuvre.,

                       traduitde
l’anglaisparGillesChah

                                    ine,Annette
Lorenceau,Anne

Villeau

                                    r,    
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«Bouquins»,Paris,Laffont/Ram

say,

                               
     1985.

      

 （　

） 世
界
に
残
存
す
る
同
資
料
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
二
部
の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ

16

て
い
る
。
現
在
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
公
開
を
準
備
中
で
あ
る
。

 （　

）May,
  
    op.cit.
        ,  p.15.

       

17

 （　

）May,

  
    op.cit.
        ,  p.16.

       

18

 （　

） 本
稿
註　

参
照
。

19

12

 （　

）Pierre-Josephe-François
Luneau

de
B

                                    oisjerm
ain,

       
     M

émoire
pour

Pierre-Josephe-François

 
                                   

LUNEAU
DE
BOISJERM

AIN,

                   
     

20souscripteur
de
l’Encyclopédie,dans

                                    

lequelildémontre
que,sur

les
737

                                    

livres
qu’ila

payées
pour

la
sousc

                                    riptio

      n  ...Paris,

           

1771.«
piècesjustiffcatives»,p.14

                                    .  
本
資
料
は
『
百
科
全
書
』
刊
行
史
を
考
え
る
上
で
一
級
の
一
次
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
本
文

も
重
要
だ
が
、
特
に
証
拠
資
料
（piècesJustificatives
                     
）
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
便
宜
の
た
め
、
内
訳
を
以
下
に
記
す
。Table

 
      

des
Pièces

Justificatives.
Arrêt

du
Conseil

d’Etat,
portant

réglem
ent
sur
le
fait
de
la
Librairie.

(3)Autre,
concernant

l’im
pression

&
le
débitde

l’Alm
anac

    
          
                  
    h-Royal.(5)Privilége

de
l’Encyclop

                                    édie
de
Cham

bers,du
26
M
ars1745.(

            
             
           6)Som

m
aire

     
 
     

pourle
sieurJean

M
ills,Gentillhom

                    
                

m
e
Anglois.(8)Arrêtdu

Conseild’é
 
                                   tat,au

sujetdu
Privilége

accordé
p

                                    ourDictionnaire

                 

desArts&
desSciences,de

Cham
bers

          
                      
    ,du

28
Août1745(9)Encylopédie,ou

                                    Dictionnaire
universeldesArts&

de

                                 
   sSciences,

            

traduitde
l’Anglois,de

M
ills
(11)

                          
          Prem

ier
&
second

Priviléges
de
l’Enc

    
     
                           yclopédie

de
M
M
.Diderot&

d’Alem
ber

              
 
           
       
   t,du

8

        

Février
1748

(12)Arrêt
du
Conseil

d’

                                    état,
qui
ordonne

que
les
deux

prem
i

                                   
 ers

volum
es
de
l’Encyclopédie

dem
eur

         
                        
   eront

      

supprim
és,(16)Autre,quirévoque

le

       
                             sLettresde

Privilége
obtenuespour

                                    cetOuvrage(17)Autre,quiordonne
a

                                    ux
Librairiesy

                

dénom
m
és,de

rendre
la
som
m
e
de
soix

     
 
                    
 
         ante-douze

liv.à
ceux

qiu
ontsousc

                                    ritpourl’Encyclopédie
(18)Privilé

                                    ge
d’un

Recuil

               

de
m
ille
planches,(19)Avis

aux
Sous

    
                                cripteurs

de
l’Encyclopédie,1757

(2

                                    0)Autre
avis,à

l’occasion
de
la
pre

                                    m
iere
livraison

 
               

desplanches.(21)Autre
avis,à

l’o

                                    ccasion
de
la
seconde

livraison
des

                                    planches.(23)Autre
avis,à

l’occas
                                    ion

de
la
troisiém

e

                  
  

livraison
desplanches.(25)Autre

a

                                    vis,à
l’occasion

de
la
quatriém

e
li

                                
    vraison

desplanches.(26)Autre
avis

                                    ,à
l’occasion

de
la

                     

cinquiém
elivraison

desplanches.(2

        
                            7)Autreavis,àl’occasion

delasi

                                    xiém
elivraison

desplanches.(29)C

    
                                opiedesLettresqui

                     

m
’ontétéécritesau

sujetdu
tablea

 
                                   u

del’Encyclopédie(30)Preuvesque

                                    lesLibrairiesassociésn’ontpase

                                    xigél’augm
entation
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de20

liv.surlesdix
derniersvolu

                                    m
es,despersonnesseulesquiontso

 
                                   uscritdepuisleprem

ierJuillet175

                     
               1.(32)Dénonciation

                     

d’un
plagiat,faite

à
M
.Fréron,par

                       
             M

.***,quidevoitêtre
chargé

  
                             　

de   　

travailler

          　

aux

   　

dessinsdes

          　

planches

        　

de   　

l’En

    -  

cyclopédie.(34)Autre
                     　

Lettre

      　

de   　

M
.***

 
    　

à  　

M
.Fréron,au

sujetdelaprécédente

 
                                   dénonciation.(38)ExtraitdesRegi

                                    stres

      

de
l’Académ

ie
Royale

des
Sciences,

c
   
        
   
       
    
          
 oncernant

         　

les    　

planches

        　

de   　

l’Encyclopédie.
(39)Nouvelle

                
            　

édition

       　

du    

Dictionnaire
encyclopédique,

                            　

dixsept

       　

volum
es
in-folio,

     
            　

dediscours,
sept

                　

de   　

planches,

         　

proposée

        　

par
souscription.

                  

(42)Supplém
ents
à
ce
Dictionnaire,p

           
                         roposés

parsouscription
(44)Copie

                                    de
Souscription

de
la
seconde

éditio

                                    n
de
l’Artde

              

vérifier
les
dates,

(45)Autre
copie

                                    de
la
m
êm
e
sousucriptin,

pour
le
m
êm

       
  
                         
  

e  　

ouvrage,
(46)Devis

général
des
frais

                                    

de

    

l’Alm
anach-Royal,(47)Produitdudit

     
                               Ourvarge

(48).

               

 （　

）Cf.FrançoisM
oureau,«

               
         L  ’Encyclopédie
              d’aprèslescorrespondantsdeForm

ey

                                  
  »,    Recherches

sur
Diderotetsur

l’Ency

                                    clopédie

        ,   

213,1987.p.131.

                

 （　

） JournaldesSavanspourl’année
174

                                   5  ,Paris,

         op.cit.

        

22

 （　

） ibid.

     ,  pp.185-187.

             

23

 （　

） Prospectuspourl’Encyclopédieou
Di

                                    ctionnaireuniverseldesArtsetdes
                                    Sciences,traduitdel’angloisd’Ep

                                    hraim
Chambers

              ,   

24Paris,Le
Breton,1745,pp.[3-4].

                                 
な
お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
早
稲
田
大
学
大
学
院
鈴
木
理
史
氏
に
よ
る
翻
訳
に
従
っ
た
。

 （　

）«ABACTUS
»,«
ACETABULUM

»,«
ACET

                          
          UM

»,RobertJam
es,

  
              
    The

M
edicinalDictionary,op.cit.,

     
                             t.I.

       

25

 （　

） 本
稿
註
１
を
参
照
。

26

 （　

）«Avertissem
entde

l’éditeur»,Jam
e

            
                       
 s,    Dictionnaire

universelde
médecine,

                                    op.cit.

       ,  pp.[5-14].

           

27

 （　

） op.cit.

       ,  p.[5].

        

28

 （　

）JacquesRoger,«
Dictionnaire

unive

                                    rselde
m
édecine,traduitde

l’angla

         
                           isde

RobertJam
es.Etude

parJacque

                
                    sRoger»,dans

                

29DP   V  ,1975,p.158,note
21.

                        

 （　

） 例
え
ば
、
後
に
見
る
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
版
冒
頭
「
序
言
」
に
は
、
旧
約
聖
書
『
創
世
記
』
か
ら
の
引
用
が
冒
頭
で
数
度
に
わ
た
っ
て
繰

30

り
返
さ
れ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
よ
る
医
学
の
歴
史
叙
述
全
体
を
根
本
で
規
定
し
て
い
る
説
話
的
枠
組
み
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。cf,

 
   

Jam
es,«

Preface»,Them
edicinaldi

   
                      
           ctionary,

          op.cit.,

        p.i,p,ii.

           
項
目«

CAESAREA
SECTIO

»

                    
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
僧
侶
批
判
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に
つ
い
て
は
、cf,Roger

 
         ,  ibid.

       

 （　

）Jam
es,«

Preface
»,

    
                 The

medicinaldictionary,op.cit.

                                  ,  pp.i-xcix.

            

31

 （　

）ibid.
      ,  p.i.

      

32

 （　

）ibidem.
         

33

 （　

）Jam
es

    
  ,  ibid.,
       p.xi.

      
シ
デ
ナ
ム
を
経
由
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
主
義
の
英
国
医
学
に
お
け
る
再
興
に
つ
い
て
は
、LesterS.King,

 
               The

    

34philosophy
ofmedecine.The

early
ei

                                    ghteenth
century

                ,  Cam
bridge,M

assachusetts
and
London

    
         
                       ,Haravard

University
Press,

                             

1978,pp.241
etsuiv.;François

Du

                                    chesneau,

          La
Physiologie

des
Lumières,Empiris

                                    me,M
odèles

etThéories

     
                  ,  «

Archives

            

internationalesd’histoire
desidées

                                    »,The
Haye,Boston,London,M

.Nij

                               
     hoff,1982,pp.27

etsuiv.;

                           
お
よ
び
川
喜
田
愛
郎『
近
代

医
学
の
史
的
起
源　

上
』（
岩
波
書
店
、1977

 
   
年
）
第
一
四
章
第
一
節
「
近
代
医
学
の
模
索　

臨
床
医
学
の
再
出
発 
―
― 
シ
デ
ナ
ム
と

ウ
ィ
リ
ス
、
諸
分
科
瞥
見
」
三
二
〇
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
の
こ
と
。 

 （　

）Jam
es,The

medicinaldictionary,op.cit.,p.xi.

35

 （　

） こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
メ
ニ
ュ
レ
に
よ
る『
百
科
全
書
』同
項
目
、
お
よ
びRoselyne

Rey

             ,  Naissance
etdéveloppementdu

vital

                                    isme

     

36en
France,de

la
deuxième

moitié
du

                                    18e
siècle

à
la
fin
du
Première

Empi
                                    re   ,  Préface

par
François

Duchesneau,Ox

                                    ford,

      

Voltaire
Foundation,2000,p.123

                                 
以
下
を
参
照
。
但
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
医
学
総
合
事
典
に
こ
の
表
現
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
レ
イ
の

指
摘
は
、
本
論
に
示
す
よ
う
に
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。

 （　

）Jam
es

    
  ,  ibid.

      

37

 （　

） 一
八
世
紀
英
国
医
学
に
お
け
る
物
質
観
に
つ
い
て
は
、King,Duchesneau

 
                
の
前
掲
書
を
参
照
。
ま
た
長
尾
伸
一『
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
と

38

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙 
― 
不
完
全
な
機
械
の
喩
』名
古
屋
大
学
出
版
会
、2001

 
   
年
、
特
に
第
７
章「
永
久
機
関
と
力 
―
― 
初
期
ニ
ュ
ー

ト
ン
主
義
へ
の
挑
戦 
―
―
」
第
三
節
「
一
八
世
紀
化
学
革
命
の
物
質
観
」
二
六
五
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

 （　

）cf.Roger,op.cit,p.160.

                           

39

 （　

）cf.Duchesneau,

                 op.cit.,

        chapitre
8,«

M
onades,m

olécules
or

                
         
           ganiques

etordre
physiologique

:de

                                    

M
aupertuis

etBuffon
à

  
                      

40Haller»,pp.235
etsuiv.

                         
デ
ィ
ド
ロ
と
の
関
係
に
お
い
て
特
にJacquesRoger,

                LesSciencesde
la
vie
dansla

pensé
                                    e

française
du

               

XVIIIe
siècle:La

génération
desanim

                                    aux
de
Descartesà

l’Encyclopédie

                                 ,  1963ed,«L’Evolution
de
l’hum

anité»

                              
      ,Paris,Albin
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M
ichel,1993,pp.457

etsuiv

 
                            .  

 （　

）DanielLe
Clerc,

                  Histoire
de
la
M
édecine,où

l’on
voi

                
                    tl’Oriigne

&
lesprogrèsde

cetArt

             
                       ,de

Siècle
en
Siècle;lesSectes,q

                                    ui    

41s’y
sontformées;lesnomsdesM

édec
                                
    ins,leursdécouvertes,leuropinion

                                    s,&
lescirconstanceslesplusrema

    
                                rquablesde

leur

                 

vie.Nouvelle
édition,revue,corigé

                                    e,&
augmentée

par
l’Auteur

en
diver

    
                                s

endroits,&
sur
toutd’un

Plan
pou

             
                       r

servir
à

           

Continuation
de
cette

Histoire
depui

                                    s
la
fin
du
Siècle

II.
jusques

au
mi

                                    lieu
du
XVII.

             ,  

Am
sterdam

,
Aux

Depens
de
la

   
       
                   

Com
pagnie,1723,pp.115-116.

   
                          
仏
訳
版
で
は
、
ル
ク
レ
ー
ル
の
原
文
の
フ
ラ
ン
ス
語
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
復
元
さ
れ
て
お
り
、
仏
訳
者

が
ル
ク
レ
ー
ル
の
原
著
を
実
際
に
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ル
ク
レ
ー
ル
は
、
ジ
ャ
ン
・
ル
ク
レ
ー
ル
の
五
歳
上

の
実
兄
で
あ
る
。

 （　

） 仏
訳
版
に
対
す
る
同
誌
の
批
評
を
参
照
せ
よ
。Bibliothèque

raisonnée
desouvrages

 
                                   dessavans

de
l’Europe

                       ,  de
janvier,février

                     

42&
m
ars,1751.pp.IIIetsuiv.

 
  
                            

 （　

）cf.«Observations
surla

traduction

                                    de
«
AN
ESSAY

ON
M
AN
»
de
Pope

parS
                  
                  ilhouette

»,Introduction
etcom

m
ent

                                
 
   aire

par

         

43Alain
Seznec.Texte

établiparAlain

                                    
Seznec

etJean
Varloot,dans

                              DPV

   ,   I  ,  p.167.

         

 （　

） ibid.

     ,  p.233.

        

44

 （　

） ibid.

     ,  p.232.

        

45

 （　

） ibidem.

        

46

 （　

） ポ
ー
プ
の
『
人
間
論
』
の
思
想
史
的
射
程
と
同
時
代
に
お
け
る
そ
の
受
容
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
最

47

近
の
ま
と
ま
っ
た
議
論
と
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。Alessandro

Zanconato,

 
                      La

dispute
du
fatalisme

en
France

:

                                    1730-1760

         ,   

Paris,PressesParisSorbonne,2004.

                                     

 （　

） ジ
ャ
ン
・
エ
ラ
ー
ル
は
、
ポ
ー
プ
に
続
い
て
、
美
学
的
文
脈
に
お
け
る
ア
ン
ド
レ
師
『
美
学
に
関
す
る
試
論
』（
一
七
四
一
年
）
お
よ
び

48

ハ
チ
ソ
ン
の
『
美
と
徳
の
わ
れ
わ
れ
の
観
念
の
原
型
』（
一
七
二
五
年
、
仏
訳
は
一
七
四
九
年
）
の
感
覚
論
的
生
得
主
義
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
の
自
然
法
学
者
ビ
ュ
ル
ラ
マ
キ
の
『
自
然
法
の
諸
原
理
』（
一
七
四
七
年
）
に
お
け
る
「
道
徳
的
本
能
」
の
概
念
な
ど
、
四
〇
年
代

の
様
々
な
言
説
に
お
け
る
こ
う
し
た
傾
向
の
集
中
的
な
顕
れ
を
、
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
「
自
然
」
概
念

の
急
激
な
変
貌
と
結
び
つ
け
て
指
摘
し
て
い
る
。cf.Jean

Ehrard,

 
                 L’idéedenatureen

Francedansla
p

                                    remièremoitiédu
XVIII

                       e   
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siècle,

        1963,S.E.V.P.E.N
ed,Paris,Albin

M

                                    

ichel,1994,pp.371-372.

                         

 （　

）François-VincentToussain,

                            LesM
oeurs,

     
       [n.l.],1748,pp.39-41

                       
（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ト
ゥ
サ
ン
『
習
俗
論
』
立
川
孝

49

一
・
渡
部
望
訳
『
一
八
世
紀
叢
書
２ 
―
習
俗
』、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
七
―
一
七
八
ペ
ー
ジ
）。 

 （　

）DPV,t.I.,p.335.
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れ 
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世
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史
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イ
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